
学校通信

桜が丘

R3.5.17 No,15 松崎小学校

学級の旗完成！ ４年

学び合い 認め合い 褒め合い 助け合い ４年生！

交通事故は防ぐことができる？！ ～いくつかの事例から～
今回の事例は、「自転車に乗っているとき」です。（もちろん本校での事例ではありません。）

＜事例３ ４年生Cさんの場合＞

まだ新米教師の頃です。夕方、職員室でテストの採点をしているとき、学校の前を通過する救急車に

気づきました。「どこかで交通事故でもあったのかな？」と思いましたが、すぐに忘れて採点を続けて

いました。すると数分後、地域の方から「三好先生のクラスの子が交通事故に遭って、救急車で運ばれ

たで！」とお電話がありました。狭い町なので救急車が行く病院はだいたいわかっていましたのですぐ

に向かいました。病院に駆けつけると、頭に包帯を巻いたCさんがうなだれて座っている姿が見えまし

た。幸い数日間入院しましたが、命に別状はありませんでした。

事故の概要は下の通りです。

４年生の双子の兄弟（担任していた児童は双子の兄のほうでした。）と５年生の兄の３人が、国道の

右側の歩道の上を自転車で３列で並進していたそうです。少年野球の帰りで、話が盛り上がっていたと

き、ハンドル同士が接触して、一番車道側を走っていた双子の兄が、歩道から段差２０cmほどの下の

車道に倒れ込み、対向車と接触したのでした。この事例でも、対向車の運転手が前から来る自転車の３

列並進の自転車に気づき、「危ないな。」と思って速度を緩めていたそうです。それでも急に車道に倒

れ込んだ自転車には止まることができませんでした。

事故の原因ははっきりしています。自転車は、左側一列通行が大原則です。


